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I. S.O.14001 認証取得に向けた化学系研究室の技術的対応
第2技術室化学計測班 下村与治
1. はじめに
近年、生命存続のfri携とも言われる地球環境問題が世界的にクローズ、アップ。される中、地球環境保全が緊急の国際
的問題として採り上げられ、その環境負荷低減のため各国ともその対応に迫られてしぜす。しかしながら、我が日本国
民は欧米に比べそれらに対する問題意識が決して高し立はいえません。ようやく日本においても企業、自治体を中心
にそれらの問題に取り組み、環境負荷低減に対する努力の証としての環境マネージメントに関する国際規格
I.S.O.14001 の認証を取得し始めています。一方、国・公・私立大学における取得率は極端に低く、極一部の大学、学部
で取得しているにすぎません。このようなE割t背景をもとに福井大学においてもI.S.014001 の認証を取得するため福井
大学地域環境研究教育センター内にISOプロジェクトチームを発足させ、「福井大学がI.S.O.14001 の認証を取得する
ことの可否に関する調査」と「学内環境マネージメントのあり方に関する提言Jを平成 13 年 3 月におこなっています。そ
れ以後、組織の整備、鞠哉員、学生への説明会、講演会など啓蒙活動と平行して、各職場での環境負荷低減の努力を
行い、平成 14 年度中の取得を目指して活動していることは既にご承知かι思います。(平成 15 年 3 月 18 日既取得)
これに呼応したかたちで、私の派遣先である工学部材料開発工学桝有機合成研究室:では研究室内の環境全般(薬
品の管理、有害廃棄物の処理及び管理、研究室内外の環境保台に渡って見直しを行し、ました。ここで最大の問題とな
ったのが研究の生命線とも言うべき膨大な量におよぶ薬品の管理に関することで、す。特に化学系研究室においては各
職場共通重点、管理項目(省エネ、省資源、ゴミ対策等)の他、法律でその取り扱いが定められた「毒劇法化学物質(毒
物)、(劇物) J 、 íPRTR 法化学物質j、「消防法危険物質j、「労働安全衛生法有害物質Jなどの特定化学物質、及びその
他一般薬品等、環境に大きく影響する化学系研究室特有の化学物質管理項目が柄生していることです。現在、各研究
室ともそれらの管理(受入、払出数量、残量、排出量、保管量、保管場所等)には苦労しているのが実態であり、それら
の管理徹底が急務であると思われます。よって、化学系研究室におけるI.S.O.14001 認証の取得には総合的薬品管理
システムを構築することが鍵になるものと考えています。
2. コンビュータによる薬品管理のヂータベース化
日拐にな量に及ぶ薬品管理(受入、払出数量、残量、排出量、保管量、保管場所等)はコンピュータで、処理するのが最
善と判断し、市販の Microsoft Access 2000 を使用して薬品管理ソフトを開発しました。開発に当たっての最大の問題点
は主にこのシステムを利用する学生の手間(入力、検索時間)を省くことであります。これについては出来る限り入力す
る項目をコンボボ、ツクスに登録し、ド、ロップダウン形式で選択で、きるよう設定しました。
現在、このシステムは私の派遣先研究室において既に稼動しており、研究室内に保管してある約 1 ，500 本におよぶ
薬品の総合的な管理を行っています。また、将来、学内し引を利用した各研究室問薬品相互検索の実現が可能であ
れば、各研究室でお蔵入りしてしも薬品の有効利用に繋がり、結果的に経費節減になるものと考えています。まだ、完
成品には至っておりませんが将来に向けた“総合的薬品管理システム構築"の礎になることを期待しているところです。
2-1 使用システム&ソフト
このソフト開発に用いたコンピュータ仕様
及びソフトを以下に示します。
08 : Windows 98se、 WindowsMe
CPU : Pentium(r) I 2331\柾1z
Celeron(TM) 1.2GHz 
メモリ: 64MB、 128MBRAM
ソフト:乱也crosoftA∞ess2000 
Q 学内 LAN 長~
=コ=コ =コ=コ
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2-2 画面構成
メインメニュー画面
2-3 基本作業
薬品入力区分メニュー画面
薬品検索メニュー画面
表示区分メニュー画面
期間指定購入薬品
表示区分メニュー画面
印刷区分メニュー画面
薬品検索入力画面
場開リ薬品検索入力画面
分期IJ薬品検索入力画面
薬品検索入力画面
特定化学物質検索入力画面
薬品検索入力画面
薬品入力画面
溶媒入力画面
薬品表示画面
薬品表示画面
場開リ薬品表示画面
分翻リ薬品表示画面
特定化学物質一覧表示画面
特定化学物質単票表示画面
期間指定購入薬品一覧表示画面
期間指定購入薬品単票表示画面
特定化学物質使用量入力画面
特定化学物質使用量表示画面
期間指定薬品印刷画面
期間指定溶媒印刷踊函
期間指定場所別薬品印刷厨面
期間指定分類別薬品印刷j画面
期間指定特定化学物質印刷画面
期間指定特定化学物質
使用量印局!掴面
薬品を管理する上で必要な基本作業を「薬品入力」、「薬品検索」、「薬品表示」、「期間指定購入薬品表示」、「特定化
学物質使用量入力j、「特定化学物質使用量表示J 、「印刷J 、「終了」の8項目に設定しました。 以下にそれらの詳細を示
します。
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4・茎盈丞主
薬品の中で比較的使用頻度の高い溶媒類(18L 缶&3L 腕は「薬品入力画面JとはJ.liJfこ「樹某入力画面」を設定しま
した。「薬品入力画面Jでの入力項目は 24項目[薬品 ID、薬品コード番号、英名、和名、薬品会担洛、保存場所区分CD、
保存場所名、分類区分 CD、分類名、分子式(CHNOXM) 、分子量(排出. #)、容量、本数、単価、金額、購入年月日、廃
棄年月日、納入業者名、示性式(構造却、毒劇法化学物質(毒物)、毒劇法化学物質(劇物)、 PRTR 法化学物質、消防
法危険物質、安衛法有害物質]、そして「瀞某入力画面」での入力項目は 16 項目[溶媒 ID、薬品コード番号、制某名、
薬品会社名、容量、本数、単価、金額、購入年月日、廃棄年月日、納入業者名、毒劇法化学物質(毒物)、毒劇法化学
物質(劇物)、 PRTR 法化学物質、消防法危険物質、安衛法有害物質]であります。この作業は入力項目が多く、入力に
時間と手間の掛かることが予想されたため、予め「薬品会儲J 、「納入業者名 J 、「保存場所区分 CDJ 、「保存場所名J 、
「分類区分CDJ 、「分類名j 、「溺某名Jをそれぞ、れコンボボ、ツクスに登録し、ドロップダ、ウン形式で選択で、きるよう設定しま
した。一方、当研究室では入力項目を網羅した「薬品注文票Jを別途作成し、薬品を注文する際には注文者の責任で各
項目を記入後、「薬品注文票」を提出させ、納入後にコンピュータ入力を義務づけることで時間と手聞を極力避けるよう
にしました。また、薬品が特定化学物質の場合、「毒劇法化学物質(毒物)J、「毒劇法化学物質(劇物)J 、 íPRTR 法化学
物質」、「消防法危険物質J、「安衛法有害物質J はそれぞ、れのチェックボックスにチェックを入れるだ、けとしました。これら
の特定化学物質は薬品メーカーが配布している薬品カタログに薬品コード番号、分子式、分子量と共に毒性名が記載
されており、注文票に書き込む場合の手助けになると，思します。また、政令で定められた各特定化学物質名をコンボボ
ックスに収納させド、ロップダウン形式で閲覧できるよう設定しました。
.塞晶盤塞
薬品名には IUPAC 名、慣用名、半慣用名があり「英名、和名検索」の場合、注文者がコンヒ。ュータへ入力する際にど
の命名法を採用したか判らず、しかもスペル等の入力ミスも考えられます。また、知何なる入力方法を採用したとしても
コンピュータへの入力ミスは不可避で、あると予想されます。よって、薬品検索はこれらの入力ミスを相互にカバーし多面
的検索ができるよう、「分子量検索J 、「分子式強索J 、「英名検索j 、「和名検索Jの 4 項目での検索としました。
-薬品表示
現在保有してしも「薬品全品」、保管場所を 54 カ所に細分化した「保管場開IJ薬品」、薬品を官能基で 24 グループに
分類した「分鰯IJ薬品J 、特定化学物質である「毒劇法化学物質(毒物)J 、「毒劇法化学物質(劇物)J 、 iPRTR 法化学物
質」、「消防法危険物質」、「安衛法有害物質Jをそれぞれ表示させるようにしました。
・期間指定購入薬品表示
前述の「薬品表示」は薬品全品を一括表示させるのに対し、「期間指定購入薬品表示Jは薬品単品に期間を指定し表
示させるようにしました。よって、「薬品等入力検索画面」では検索すべき薬品等を指定するため、「和名J 、「分子式J 、
「分子量j 、「各特定化学物質チェックjの一覧表を表示させ、この中から目的とする薬品を選び、「平日名J 、「分子式」、
「分子量Jの何れかで入力検索できるようにしました。表示方法は期間中に購入した全薬品等一覧及び個々の薬品等単
票を表示することが出来ます。
・特定化浮物質使用量入力
毎日の実験で使用した「特定化学物質jを各人が入力することで「特定化学物質の使用量jを把握することが出来ます。
入力項目は 5 項目[薬品使用 No、特定化学物質名、使用年月日、氏名、使用量]でありますが出来る限り時間と手間を
省くため、「特定化学物質名J と「氏名Jをコンボボックスに登録し、ドロップダPウン形式で選択できるよう設定しました。よ
って、入力項目は「使用年月日」と「使用量lの 2 項目となり、入力するための煩わしさを軽減することが出来ました。また、
参考のため使用した特定化学物質が各政令特定化浮物質の何れに該当しているかを表示しました。
・特定化学物質使用量表示
前述の「特定化学物質使用量J については指定した期間毎に「使用 Noj 、「使用年月日」、「特定化学物質名j 、「使用
量j 、「氏名jの 5 項目と「使用量合計Jを表記させました。また、「特定化学物質入力検索画面」では「特定化単物質名J と
「各特定化学物質チェックJの一覧表を表示させ、検索する特定化学物質名と期間を指定することで表示されるようにし
ました。
つ
ω
.盟副
「印刷区分メニュー画面Jは 12 項目[薬品(全品)、薬品(単品)、溶媒(全品)、溶媒(単品)、分類別、保存場所別、毒
劇l法化学物質(毒物)、毒劇法化学物質(劇物)、 PRTR法化学物質、消防法危険物質、安衛法有害物質、特定化学物質
使用劃に分けました。各項目の「薬品等入力検索画面Jは前述の「薬品表示j、「期間指定購入薬品表示J 、「特定化学
物質使用量表示」の入力検索法と同じであります。印刷は各作業によって表示項目数が異なるため用紙を 84 横、 A4 横、
A4 縦の3種類に分けました。
4砂盤工
全作業の終了です。
メインメニュー画面 薬品入力画面
薬品検索メニュー画面 薬F回表示区分メニュー画面
期間指定耳障入薬品表示区分メニュー爾面 特定化学場煩区分メニュー画面
特定化学帯損使用量入力画面 印刷区分メニュー画面
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2-4 薬品管理フローシート
薬品購入から廃棄まで、寸車の流れを以下に示します。 特定化学物質名&納氏年月日ラベル貼付柑)
コンヒ。ュータ検索
〔記入項目 :薬品 17 項目糊蜘1哨
(薬品カ夕ログ参照) I 
〔薬品麟へー叩〕
特定化学物質種類名を明記コンヒ。ュータ入力
(薬品 23 項目、溶媒 15 項目〉
( ;研究室構成員は使用の有無にか 1
十かわらず毎日チェックを付ける 1 
! (特定化学物質使用量をノートへ言己入) J コンピュータ入力
(特定化学物質使用劃
(薬品瓶等は危険物保管庫で保管)使用済薬品瓶等狗争廃棄
コンヒ。ュータ入力
(廃棄年月日)
〔有害関等処酔眼員会)
指定の保存方法
毒・劇物薬品記帳チェック褒合)
q賞品注文恥 日置 . .・ ""・a庫品を使沼した人は.，.・に巴λ・， 下記チェアタ去にO即HtlH> e
・. ， 1同魯司廃品.使周しなか。た人"、下Ièチェヲ ク華民lこX聞を付ける.医亙主主査fl[二二二二コ
E互二二互コ
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仁互二二互コc=二=二コ
[1 月]
~ 、 2 , " 5 " 7 " 9 10 1112 13114 15116 17118 19120 21122 23124 おお 27128 担割引水 .. * 1.1 回 m 火 水 本金 主因 11 穴 氷水 金主 自 n 火水 本食 .t ,. 月 火 ホ本金
持_-8・
Jヒ._ .e 
さ退治主
銀山"'‘
居間賞受
角鎗鈴司昏
後山 崎匹也
.，・"，介
夫総橡仁
大村 ". 
湾" .胃
.1IIll.予
合圃遺書
.'"・演下村与治
oc玉三日 1 / / I 
!KX::互コ I / / I 
5豆霊室コ l l 
~豆豆弓 l l 
E護室蜜豆B
匡霊~I‘割問危 労 |
3. 廃液・廃固形物処理・保管
実験で排出された廃液・廃固形物は有害廃棄物等処理専門委員会で定められた方法で処理及び保存をしています。
一部の溶媒においてはエパポレーターまたは蒸留で、回収後、器具紛争用に再利用を行っていますo 従来より改良した
点は使用済試薬瓶の破棄において、水と混和するものについては水で2問、水と混和しなしものにおいては低沸点溶
媒で2回共洗し、水で淵争後、試薬瓶は有害廃棄物庫に保管、洗浄液は廃液ポリタンクに回収保管することにしました。
また、実験に使用したガラス器具類も同様な方法で狗争を行った後、洗浄液を廃液ポリタンクに回収保管します。
4. ゴミの分別収集
従来、当研究室におけるゴミ収集はおおまかに3つに分別し、燃えるゴミ
(紙、ポリ袋、トレイ等)、不燃物(缶、金属、難燃性プラスチック等)、ガラス
(実験関連ガラス、一般ガラス)で、収集を行っていましたが、今回、それらを
「燃えるゴミ」、「食品トレー」、「飲料用缶J 、「ベットボトルJ 、「ポリ試薬瓶」、
「不燃物類J 、「実験関連ガラスJ 、「一般ガラスJの8分別収集に細分化しまし
た。この中で「飲料用缶類J 、「ベットボ、トル」については学生自ら定期的に生
協の回収ボックスに収納しています。
5. 実験室内の環境保全
実験室内には引・発火性、爆発性、揮発性、毒性等の性質を有する大量の危険薬品が保管されており、それらの取
扱には最善の注意を払って来ました。事故は人為的なものの他、室内の環境によっても発生する可能性があることから、
実験室内環境には最善の気配りを行っているところで、す。よって安全性の観有ーから当研究室で、は毎日の掃除や整理整
頓を更に徹底させ、定期的な安全教育と実践を千子うようにしました。
6. あとがき
今回の研修はイ七学系研究室内環境を改善するため行ったもので、ありますが、これを通して研究室内学生の環境に対
する意識は確実に向上したように見受けられました。特に従来、あまり気にすることなく使用していた薬品をコンヒ。ュータ
管理することで発生した、様々な作業(薬品注文票への記入作業、毒劇j物薬品記載チェック表へのチェック作業、コンビ
ュータへの入力作業等)を自分達の責任と義務で作業させたことは薬品に対する深い明社同時に、これら寸車の作業
が研究の重要な一環であることを自ら認識したように恩われます。
また、今回開発した薬品管理ソフトは私が派遣されている研究室用に開発したものであるため、今後、このソフトの利
用を希望される場合には、各研究室で採用している保管場所の名称と薬品の分類法に変更する必要があります。しか
し将来、研究室間相互検索を考えた場合、出来る限り統一した表示法を採ることが良いと思われます。尚、開発したソ
フトはまだまだ改良の余地があります。皆様方の知恵を拝借しながらより充実した薬品管理ソフトにグレードアップした
いと考えています。
7. 謝辞
今回の研修を実施するにあたり、深いご理解を賜りました材料開発工学科有機合成研究室の瀬尾利弘教授、並びに
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